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オレンシリボンlこは  

子とも虐持そF方止する  

というメッセ ージ打、  

込められています。  
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人  
オレンジリボノ1：1才  

子ども虐IIモl左上する  

というメッセ ージか  
込イ）られてい土ナ。  

「地域協議会」を設置することによって  

何が変わるんでしょうか？  

○地域協議会が創設され、機能することにより、   
次のような変化が期待されています。  

③担当者の意識変化  ②関係機関の連携  ①早期発見・対応  

○関係機関等のメンバーが  

顔見知りに！   

・相互理解の推進  
・多様な視点からの  

情報入手が可能  

凸  

○ケースの理解・援助方針を   

多角的・総合的に検吉寸可能  

○ケースの押しつけ合いが解消  

○関係機関等の特色を生かした   

多様な援助が可能に  

○児童虐待等の情報が   

調整機関に一元化  

○関係機関等の連携した対応   
・気になるレベルでの  

ケース紹介   
・たらい回しや放置ケース   
が減少  

凸  

深刻化する前に対応  

O「仲間」としての連帯感向上  

○関係者全員で問題を共有  

且  

○認識・対応の温度差解消   

○援助の質の向上   

○地域での対応が可能となる  
ケース  
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人  
オレンジリボノにLi  

子ども虐†Iモlス止丁る  

としlうメッセーソか  

込ヰ）られています。  

どういう手順で地域協議会を   

設立するのでしょうか？  

○ここでは、①設立まで、②設立後当初、③設立1年目  

④設立2年目、⑤3年目以降と、順を追って説明します。  

設立まで  

新たに地域協議会を立ち上げる場合  虐待防止ネットから地域協議会へ  

①調整機関及び構成メンバーの決定  

②調整機関内で、運営のあり方を検討  

③ 関係機関への参加の呼びかけ  

④要綱の作成、地域協言義会設立の公示  

⑤都道府県（児童相談所）との連携  

⑥ 関係機関への周知徹底  

⑦ 開催方法・頻度   

① 関係者・関係機関への動機づけ  

②地域協醸会構成機関の決定と参加要請  

ネットと協吉碁会の法的・制度的違いや  

利点を説明し理解を求める。  
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2年目を迎え、少し先が見えるようになってきました。  

今後気をつけることは何ですか。  
司レノソりボノこは  
子ども昏け逐lス止すも  

とし1ラメツセ→十ノ伊  

込ヰ）らhています．  

設立2年目  

① 児童虐待への対応について、総合力をつける。  

・年齢別（新生児・乳児期・学齢期前り小学校など）、種類別（身体的虐待、ネグレクト等）、  

養育環境別（精神不安定の母親、ひとり親家庭など）といったさまざまな事例を用いた検討  

による総合力の向上  

・ケースの重症度などアセスメントカの向上  

■再発防止に向けた援助方法の検討  

・課題解決に向けて専門家の研修・指導を受けるなどにより、専門性を向上  

（∋ 地域としての新たな課題を設定し、専門性を高める。  

・地域協議会（又は地域）として、新たな課題を設定  

・実務者会誌等のメンバーが、所属機関で虐待対応の指導的役割を担い、各棟関の対応力を  

向上  
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